
今年度の活動報告

地域おこし協力隊
農 業 班 ２年目 久道 修

ひさみち おさむ

〇氏 名：久道 修

〇出身地：宮城県

〇趣 味:海釣り、ドライブ

〇経 歴：

前職は農協系の組織で
３０年間営業と事務に従事。
かねてより希望していた農
業を携わるため、地域おこ
し協力隊制度を活用して
就農し現在に至る。

自己紹介

〇水稲栽培の知識・技術
の習得

〇会津美里町産農産物の
PR

〇果樹栽培の知識・技術
の習得

協力隊ミッション

移住するにあたって念頭
にあったのは２つ。

①場所：福島県会津地域

②生業：農業（身不知柿）

上記を満たす地域おこし協
力隊を会津美里町で募集
していたため。

会津美里町を選んだ理由

ひさみち おさむ

水稲のこと

柿のこと

担当圃場 14枚 約2町4反
くろ塗り、耕起、代掻き、水管理、草刈り、稲刈りなど一連の作業を経験させてい
ただく

8
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に

中
干
完
了

気づき（反省）

・圃場の特徴を把握すること
・天候に左右されることは前提に・・・
だからこそ、できる手間は惜しまない

〇取り組んだ園地
身不知柿 68本
蜂屋柿 4本
天王柿 45本

（うち数年放置された樹木）
身不知柿 8本
天王柿 45本

〇取組みの結果
・現状規模が1人でできる
限界か

・数年放置された樹木

身不知柿 収穫なし
天王柿 出荷あり

中間所感

・収穫物のロスが多く、高品質の果実
と加工品の生産が収益性のカギ
・放置樹木の再生は手間の割に益が
少ない（管理放棄地を出さない）

〇水稲栽培の知識・技術の習得
〇収穫物の質と量の向上
〇園地の規模拡大
≪卒隊後に向けて≫
〇居住地の取得
〇１年後の生活スタイルで実際に暮らしてみる

次年度の活動


